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第15回 北海道総合畜産共進会
カメラ

アングル

●乳用牛部門（９/３～４早来）　　　　●馬部門（９/10～11音更）

９
月
３
、
４
日
の
両
日
、
安
平
町
早
来
の

北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
場
で
、
第
十

五
回
北
海
道
総
合
畜
産
共
進
会
（
乳
用
牛
部

門
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
は
口
蹄
疫
の
影
響
で
中
止
と
な
り
、

２
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
の
共
進
会

に
は
、
全
道
各
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
代
表

牛
、
469
頭
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
・
429
頭　

ジ

ャ
ー
ジ
ー
種
・
40
頭
）
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ジ
ャ
ッ
ジ（
主
任
審
査
員
）

に
カ
ラ
ム
・
マ
ッ
キ
ン
ベ
ン
氏
（
カ
ナ
ダ 

酪
農
家
）、
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
ジ
ャ
ッ
ジ
（
ア

ソ
シ
エ
ー
ト
審
査
員
）
に
千
葉
義
博
氏
（
北

海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
農
業
協
同
組
合
）
が
審

査
を
行
な
い
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
10
農

場
か
ら
18
頭
が
出
品
さ
れ
健
闘
を
み
せ
た
中
、

第
５
部
・
未
経
産
シ
ニ
ア
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
に

出
場
し
た
㈱
敬
和
フ
ァ
ー
ム
（
音
別
）
所
有

牛
「
Ｋ
Ｗ
Ｆ 

サ
ン
チ
エ
リ
ア 

ダ
ー
ハ
ム 

ビ
ユ
ー
」
が
み
ご
と
１
等
１
席
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
、

置
戸
町
・
ロ
ー
ヤ
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
出
品
し
た
「
Ｒ
Ｃ
Ｐ 

チ
ヤ
ン
ピ

オ
ン 

Ｊ 

シ
ド
ニ
ー 

Ｅ
Ｔ
」（
第
15
部
青
年

ク
ラ
ス
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
10
日
か
ら
11
日
に
は
、
音
更

町
の
十
勝
農
協
連
家
畜
共
進
会
場
に
お
い
て
、

第
15
回
北
海
道
総
合
畜
産
共
進
会（
肉
用
牛
・

馬
部
門
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
か

ら
は
、
馬
部
門
に
幌
呂
の
松
井
紀
行
氏
所
有

馬
一
頭
が
出
品
し
（
第
２
部
農
用
馬 

２
才

雌
）
健
闘
い
た
し
ま
し
た
。

出
品
者
及
び
成
績
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

入 賞 牛 一 覧
第５部　未経産シニアミドルクラス　１等１席

KWF サンチエリア ダーハム ビユー ㈱敬和ファーム（音別）

部 順位 名　　　号 出品者（地区）
1部 2‒5 カリスマ ロス バレツト アル シラート 松田浩二（白糠）

2部
2‒11 アワープライド デンゼル レインボー 植田紘史（幌呂）
3‒15 ウツズスター ミラクル アレキサンダー スポツテイー 林　稔幸（白糠）

3部 2‒10 ヒシヌマフアーム ローヤル ダンデイー デラツクス ㈲菱沼ファーム（鶴居）
4部 3‒3 エルムパーク ＢＣ フランキー 安藤　功（幌呂）

5部
1‒1 ＫＷＦ サンチエリア ダーハム ビユー ㈱敬和ファーム（音別）
2‒9 ＫＷＦ エレガンス アドベント イライシヤ ㈱敬和ファーム（音別）
3‒4 アワープライド アレキサンダー ステラ 植田紘史（幌呂）

8部 1‒3 カリスマ スパイラル フリーダム 松田浩二（白糠）

9部
2‒9 ヘンドリカ アヤナミー レイ (農) 清和農場（鶴居）
2‒10 マチムラ アールチエ ヒカリ パワー ジヨデイ 松下雅幸（鶴居）
3‒10 ウツズスター マセスドラ スパイアート 林　稔幸（白糠）

10部 3‒1 フユーチヤーツリー ブライリー マンフレツト 對木隆司（白糠）
11部 2‒5 ＯＰ オラホーム チヤンピオン レオナ 植田紘史（幌呂）
12部 2‒2 ＢＳ ジヨーダン ジヤツイ 大坂隼人（音別）
13部 2‒9 ＩＮＤ ダーハム タント ＥＴ 細谷　智（白糠）

15部
1‒3 ＴＭＦ ダーハム アン センビユー ㈱敬和ファーム（音別）
3‒3 ＩＮＤ モーテイー タラ ＥＴ 細谷　智（白糠）

入 賞 馬 一 覧
部 順位 名　号 品　種 出品者（地区）
2部 3等 寿　陽 ペルシュロン 松井紀行（幌呂）
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牛乳・乳製品・黒毛和牛の
消費拡大運動を実施‼ 

「釧路大漁どんぱく」にて

（釧路地区農協青年部協議会・釧路地区農協女性協議会・釧路肉牛振興協議会）

９
月
３
、
４
日
の
両
日
、
釧
路
市
観
光

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
前
、
「
第
８
回
釧
路

大
漁
ど
ん
ぱ
く
」
会
場
内
に
お
い
て
、
釧

路
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
・
釧
路
地
区

農
協
女
性
協
議
会
・
釧
路
肉
牛
振
興
協
議

会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
牛
乳
・
乳
製
品
・
黒
毛

和
牛
の
消
費
拡
大
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

釧
路
大
漁
ど
ん
ぱ
く
に
訪
れ
た
来
場
者

を
対
象
に
、
釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協
議

会
は
根
釧
牛
乳
の
無
料
試
飲
及
び
モ
デ
ル

カ
ウ
搾
乳
体
験
、
バ
タ
ー
作
り
体
験
な
ど

を
、
釧
路
地
区
農
協
女
性
協
議
会
は
チ
ー

ズ
い
も
も
ち
と
コ
ツ
コ
ツ
ミ
ル
ク
の
販
売

を
、
釧
路
肉
牛
振
興
協
議
会
は
黒
毛
和
牛

の
串
焼
き
及
び
生
肉
の
販
売
に
よ
り
、
牛

乳
・
乳
製
品
・
黒
毛
和
牛
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協
議
会
斉
藤

和
弘
会
長
は
、「
私
達
の
生
産
す
る
牛
乳

を
も
っ
と
飲
ん
で
頂
け
る
よ
う
今
後
も
消

費
拡
大
活
動
を
継
続
し
、
ピ
ー
ア
ー
ル
し

て
い
き
た
い
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
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好評だったチーズいももちとコツコツミルク（釧路地区農協女性協議会）

根釧牛乳の無料試飲でおいしさをPR（釧路地区農協青年部協議会） 黒毛和牛の美味をアピール（釧路肉牛振興協議会）



白糠・農村サマーフェスティバル開催
８
月
12
日
、
白
糠
町
和
天
別
旧
河

原
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
釧
路

丹
頂
農
協
青
年
部
音
白
支
部
及
び
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
共
催
に
よ
る
農
村
サ
マ
ー

フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。部

員
及
び
Ｊ
Ａ
職
員
、
各
関
係
機

関
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
参
加
者
に

よ
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な

わ
れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
中
、
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
が
接
戦
の
末
み
ご
と
に
優

勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
に
は
焼
肉
を
囲
ん
で
の

懇
親
会
が
行
な
わ
れ
、
「
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
」
や
「
早
食
い
早
飲
み
競

争
」
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「新鮮野菜を格安で提供!!」女性部鶴居支部
9
月
7
日
、
A
コ
ー
プ
つ
る
い
店

前
で
、
釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部
鶴
居

支
部
に
よ
る
野
菜
即
売
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
9
時
過
ぎ
か
ら
販
売
用
の
テ

ン
ト
に
は
、
部
員
が
今
日
の
た
め
に

丹
精
込
め
て
作
り
、
準
備
し
た
様
々

な
野
菜
が
並
び
活
気
を
見
せ
ま
し
た
。

大
根
や
じ
ゃ
が
い
も
、
と
う
も
ろ
こ

し
に
枝
豆
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
い
ろ

ど
り
も
鮮
や
か
な
野
菜
が
店
頭
に
並

ぶ
と
、
新
鮮
で
格
安
な
野
菜
を
購
入

し
よ
う
と
い
う
多
く
の
お
客
様
で
賑

わ
い
を
み
せ
、
大
好
評
の
う
ち
に
終

了
致
し
ま
し
た
。

3

早食い早飲み競争で一喜一憂子供向け花火大会

熱戦が繰り広げられたソフトボール大会

新鮮な野菜を求めて訪れた多くのお客様方 生産者の顔が見える野菜の数々



JA職員・コンプライアンス研修会

理　事　会　報　告
８月定例理事会

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．内部審査の結果について
４．７月末財務状況について
５．事業の実施処理状況について
６．根釧合同組合長会ヨーロッパ海外視察研修について

付議事項 
議案第１号　 大口信用供与先に対する融資の承認について
議案第２号　諸規程の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．役員視察研修について

平成23年８月26日(金)

８
月
４
日
・
５
日
、
当
Ｊ
Ａ
本

所
及
び
白
糠
支
所
に
お
い
て
、
全

職
員
を
対
象
と
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
根
釧
支
所

山
田
耕
也
次
長
を
講
師
に
招
き
、

「
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
不
祥
事
等
の
未

然
防
止
対
策
」
と
題
し
、
不
祥
事

と
は
何
か
（
不
祥
事
の
定
義
）
、

不
祥
事
の
発
生
状
況
、
不
祥
事
を

発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
管
理
者
等

の
責
任
、
未
然
防
止
策
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

全
国
で
後
を
絶
た
な
い
企
業
不

祥
事
の
根
絶
を
目
指
す
に
は
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
、
規
則
、

Ｊ
Ａ
の
内
部
規
定
、
社
会
の
ル
ー

ル
を
厳
守
す
る
こ
と
）
及
び
企
業

倫
理
（
組
織
の
哲
学
）
、
社
会
の

良
識
、
常
識
（
社
会
規
範
）
を
含

め
た
遵
守
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

今
後
も
不
祥
事
未
然
防
止
対
策

と
し
て
、
研
修
会
等
を
通
じ
て
職

員
の
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

講師： ＪＡ北海道中央会根釧支所
山田 耕也次長

本所での研修の様子

白糠支所での研修の様子
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　パルシステム生活協同組合連合会「こんせん７２牛乳」利用者の方々より、酪農生産
者の皆様へ贈られたタオルとともに、お礼のメッセージをいただいております。ここでは、
その一部をご紹介させていただきます。

「タオルを贈る運動」メッセージ
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

今
年
度
も
生
乳
の
抗
生
物
質
残
留
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
生
乳
は
酪
農

家
の
最
終
生
産
物
で
す
。

抗
生
物
質
残
留
事
故
が
起
こ
る
と
、

経
営
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
に
な
る
ば
か
り
か
、

食
の
安
全
・
安
心
を
揺
る
が
し
か
ね
ま

せ
ん
。
今
一
度
気
を
引
き
締
め
、
事
故

防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

１ 
釧
路
管
内
の
発
生
状
況

今
年
度
、
釧
路
管
内
で
の
抗
生
物
質

残
留
事
例
は
表
一
の
よ
う
に
な
っ
て
ま

す
。
一
事
例
あ
た
り
の
廃
棄
乳
量
が
多

く
、
現
時
点
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
に

次
い
で
ワ
ー
ス
ト
二
位
と
な
っ
て
い
ま

す
。

２ 
抗
生
物
質
残
留
事
故
防
止
対
策

抗
生
物
質
残
留
事
故
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、
以
下
の
徹
底
し
た
対
策
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

①
治
療
し
た
ら
必
ず
マ
ー
キ
ン
グ

乾
乳
時
や
乳
房
炎
等
の
治
療
に
抗
生

物
質
を
使
用
し
た
場
合
、
作
業
者
全
員

が
見
て
わ
か
る
よ
う
に
必
ず
マ
ー
キ
ン

グ
し
ま
す
。

足
首
に
マ
ー
ク
バ
ン
ド
を
付
け
て
い

て
も
脱
落
す
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、

二
重
対
策
と
し
て
牛
体
に
ス
プ
レ
ー
で

マ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
す
（
写
真
１
）。

牛
体
に
ス
プ
レ
ー
す
る
場
合
は
、
見

づ
ら
く
な
る
前
に
定
期
的
な
マ
ー
キ
ン

グ
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
治
療
牛
を
別
飼
い
に
す
る

抗
生
物
質
を
使
用
し
た
牛
は
、
搾
乳

牛
と
混
同
し
て
い
る
と
誤
搾
乳
を
招
く

危
険
が
高
ま
り
ま
す
。
別
飼
い
で
き
る

施
設
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
移
動
し
ま
し
ょ

う
。別

飼
い
で
き
る
施
設
が
な
く
、
搾
乳

牛
舎
で
飼
養
す
る
場
合
は
、
事
故
を
防

止
す
る
た
め
に
治
療
牛
を
固
め
て
つ
な

げ
る
場
所
を
設
け
ま
す
。

③
治
療
牛
は
作
業
者
全
員
で
把
握
す
る

搾
乳
作
業
の
前
に
、
治
療
牛
の
把
握

と
作
業
者
全
員
の
確
認
が
重
要
で
す
。

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
黒
板
な
ど
に
連
絡

事
項
と
し
て
記
載
し
た
り
、
搾
乳
前
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
声
か
け
を
し
ま

し
ょ
う
（
写
真
２
）。

④
疲
労
回
復
の
た
め
休
息
を
と
る

粗
飼
料
の
収
穫
な
ど
、
農
作
業
が
多

く
な
る
時
期
は
、
疲
れ
が
蓄
積
し
て
き

ま
す
。

疲
労
は
集
中
力
を
低
下
さ
せ
、
治
療

牛
に
注
意
し
て
い
て
も
誤
搾
乳
を
招
く

原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
農
作
業

の
合
間
に
は
定
期
的
に
休
息
時
間
を
設

け
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

バ
ル
ク
の
生
乳
は
、
食
卓
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
抗
生
物
質
残
留
事
故
を

防
い
で
食
の
安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
二
三
年
八
月
作
成
）

表１　平成23年度 釧路管内抗菌性物質残留事例

発生年月 廃棄乳量
（㎏） 飼養形態 搾乳頭数

（およそ） 発 生 要 因

1 Ｈ23.4 99,730 つなぎ 25 誤搾乳

2 Ｈ23.4 11,590 つなぎ 140 マーキング見落とし

3 Ｈ23.4 10,360 つなぎ 110 マーキング見落とし

4 Ｈ23.6 12,740 つなぎ 50 乾乳牛が搾乳群へ紛れ込んだ

※平成23年7月25日現在、釧路家畜保健衛生所

写真１　マーキング＋ マークバンドの二重対策

写真２　ホワイトボードに情報記載

生
乳
の
抗
生
物
質
残
留

事
故
防
止
の
た
め
に
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

■平成23年度 　生乳生産実績（8月）

月計乳量（kg） 8月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,278,940.4 97.2 42,164,026.9 95.7

（鶴居地区） 2,769,722.4 98.1 13,836,462.6 94.3

（幌呂地区） 2,209,365.6 95.3 11,288,671.6 95.9

（白糠地区） 1,936,846.0 98.2 10,034,488.4 96.2

（音別地区） 1,363,006.4 97.1 7,004,404.3 97.4

管 内 計 45,037,225.4 98.9 226,451,757.4 97.5

（前年度管内計） 45,527,682.1 232,182,895.4

家畜販売市況情報 
乳　牛  23年9月1日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ２７０　　　～　　　２１０

初　　　　妊 ５３０～４９０ ４９０～４６０

経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ３７０　　　～　　　３２０

４ 産 ～ ５ 産 ３２０　　　～　　　２７０

初生とく  23年9月12日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg ６００円/kg

４０kg～４４kg ５００円/kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 23年8月17日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 562頭 646,800 159,600 344,775 295 1,167 

去勢 715頭 536,550 58,800 399,295 312 1,279 
（提供／ホクレン帯広支所）

□ 釧路大漁どんぱく会場で実施された、青年部協議会、女性協議会及び肉牛振興協議会
による消費拡大の取り組みを取材し、地場産品に対する消費者の期待は大きく、お客
様の反応は上々でした。これからも地道にＰＲ活動を続けていくことが、食の安全、
安心、信頼へとつながっていくものと感じました。

□ 農作業等で忙しくなるこれからの時期は、日没も早くなり悲惨な事故も増加する傾向
にあります。農作業時や車を運転する時は、交通ルールを守り安全運転を心掛けまし
ょう。


